
 

                                                 

 先日行いました道徳授業地区公開講座には、お

忙しい中、またお休みのところ多数御参観いただ

きましてありがとうございました。今までの学習

の積み重ねを御覧いただきたく、事前の学習指導

案の配布を含めて皆様には具体的にお伝えをして

まいりました。皆様から頂戴した御意見を生かす

べく努力をしてまいりたいと思います。 

 さて、私事で恐縮ですが、校長職に就いてから

７回目の３月を迎えることとなります。過去６回

の学校だよりには全て、東日本大震災と東京大空

襲について述べ、また、新型コロナウイルスにつ

いては３回記してきました。「代り映えがしない」

とお叱りを受けるかもしれませんが、今回も同様

にお伝えをしてまいります。 

 

自然災害を忘れないためにも 

 今年の元日に発生した令和６年能登半島地震は、

新春の慶びを一瞬にして奪っていきました。テレビ

の画面が一斉に災害に関する報道に変わりました。

過去の教訓を生かし、津波への適切な対応をするた

めの情報も一層確実に行われていたと捉えています。

しかし、例えば火災による輪島朝市の被害は甚大で

した。「防災から減災」と言われるようになり、被害

を最低限に抑えるための努力が払われるようになり

ました。しかし、自然災害は常に異なった形で私共に

降りかかってくることに気付かされました。 

 東日本大震災を経験した子供たちは本校にはおり

ません。「過去」になってしまったのでしょうか。し

かし、関東大震災が発生した９月１日は防災の日と

なっています。大切なのは、忘れないこと、そのため

に語り継ぐことなのかもしれません。私は、2011 年

３月 11 日、第６学年の担任をしていてバスケットボ

ールの授業をしていたときにやってきた震度５弱が

体育館に及ぼしたことを話の発端として伝えていき

たいと思います。 

  

平和のあり方を考えるために 

 1945 年３月９日の夜から 10 日にかけての東京大

空襲で多くの犠牲が払われたことは言うまでもあり

ません。79 年前の悲劇も私たちが確実に伝えていく

必要があります。 

 今私の手元に「へいわとせんそう」（文 たにかわ

しゅんたろう、絵 Noritake、ブロンズ新社、2019 年） 

があります。「へいわのボク」と「せんそうのボク」

から始まるこの絵本は、「平和」と「戦争」との場面

を対比させて扱っていますが、最後に「みかたのか

お・てきのかお」「みかたのあさ・てきのあさ」「みか

たのあかちゃん・てきのあかちゃん」だけは、同じ絵

で描かれています。谷川さんが何を求めているかが

一層明確に表現されていると捉えています。 

 世界情勢はなかなか好転せず、残念な報道が日々

続いています。悲惨な映像には思わず目をそむけた

くなります。どうしたら誰もが幸せな世の中になる

のだろう、と途方に暮れさえしますが、しかし、だか

らこそ一人一人が「へいわ」と「せんそう」について

考える必要がありましょう。 

 私はこの絵本を子供たちに読もうと思います。 

 

「誰もが」を考え続けるために 

 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の扱いが

変わったのが昨年の５月でした。それから世の中が

以前の様相を取り戻してきたと言ってよろしいでし

ょうか。一方で、本校が今年度強いられた学校閉鎖の

大きな要因であったインフルエンザは猛威を振るい、

未だに収束を見ないでいます。その他、感染性胃腸炎

などの流行も言われています。 

 ここ数年に亘り、周囲とどう関わっていくべきか、

自分はどのように行動したらよいかが常に問われて

きました。答えが一人一人に委ねられた状況での判

断には、誰もが悩み、そして苦しみました。今自身を

振り返り、今後のあり方を再度自分に問うてみたい

と思います。子供たちには、正直一層厳しいかもしれ

ませんが、今を生きる一人一人に投げかけていく必

要があると思っていますが、いかがでしょうか。 

 

 あとわずかで令和５年度を修了し、新年度を迎え

ます。この節目の３月は、私共が忘れてはならないこ

とを与えてくれる、と確認した次第です。そして、こ

のことを今後につなげていくために、全校朝会で子

供たちに伝えたいと思っています。 

 

 

これからもずっと 

１００年が経過しても心にとどめておかなければならないこと 諏訪小だより 
令和６年２月２９日 

３月号 
多摩市立諏訪小学校 
校長 齋藤 幸之介 



「道徳授業地区公開講座」 

 ２月１７日（土）道徳授業の公開と共に、本

校５・６年生の他に保護者、地域の方々の参加

の下、道徳授業地区公開講座が行われました。

認知症について脳の仕組みや困っているへの

対応の仕方を教えていただきました。ゆっくり

話しかけ、困っている内容を周りの大人に伝え

て助けてもらうことが大切だ、と学びました。 

道徳担当 齊藤 亜希 

「多摩子どもの劇場」 

 ２月１６日（金）の１・２校時に、こまのたけち

ゃんと地域の方に来ていただき、こまを使ったパフ

ォーマンスを見たり昔遊びをしたりしました。パフ

ォーマンスでは、こまのたけちゃんから、昔から伝

わるこまの種類やその遊び方を紹介してもらいま

した。また、昔遊びでは、紹介してもらったこま以

外にもけん玉や皿回しといった道具も使いました。

さらに、遊び方や技を教えてもらって楽しんで遊べ

るようになり、とても喜んでいました。昔遊びを通

して地域の方と交流することができ、楽しく活動が

できました。 

１年担任 村尾 萌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つた 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 

 

３月行事予定 「多摩市子どもみらい会議」 

 本校で生活科・総合的な学習の時間に１年間取

り組んできた学習の成果を発表しました。 

代表者として出席した６年生児童３名は、発表

も各校への質問も、丁寧な言葉遣いと的確な表現

で行い、さらに自分たちが２０５０年の多摩市の

ためにできることを提案しました。同じ校区の諏

訪中学校生徒が、諏訪小学校の提言に賛同してく

れたり、健幸まちづくり推進室の方が本校の活動

を価値付けてくれたり、今後の学習に弾みの付く

よい機会となりました。 

  ６年担任 中丸 喬介 

安全指導　集団宿泊(5)

生活朝会　集団宿泊(5)

フレンズ　ブラス４年(～16:30)

全校朝会　ＡＬＴ　フレンズ

ブラス（楽器体験）

委員会紹介週間（終）

ブラス（楽器体験）

４時間授業(1～4)　全校朝会

卒業式予行(5.6)

春分の日

給食（終）

４時間授業　修了式

卒業式準備(5)

卒業式(5.6)

春季休業日（始）　～4/7

５時間授業(3)　音楽集会

薬物乱用教室(6)

集団宿泊前健診(5)

保護者会(1.3.6.な)

ブラス(～16:30)

委員会紹介週間（始）

ブラス(～16:20)

ブラス定期演奏会

６年生を送る会（全）

委員会活動　みらい塾

ブラス５年(～16:30)

６年生を送る会リハーサル（全）

読み聞かせ（低）　ＡＬＴ

卒業式練習（始）

ブラス(7:40～・～16:30)
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23 土
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22 金
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12 火
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9 土

7

6 水

木

8 金

1 金

日 曜 学校行事　等

4 月

2 土

5 火

日3

読み聞かせ（高）　おはなし会

ＡＬＴ　ブラス(7:40～)

児童集会　６時間授業(5・6)

つばさ指導（終）　遊歩道見学(6)

ブラス５年(～16:30)


